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【2023年度 アカデミー推進事業】
年間スケジュール

会 場内 容日 時
宮崎市民プラザ第一回アカデミーセミナー4月18日（火）

宮崎市民プラザ第二回アカデミーセミナー5月16日（火）

宮崎市加江田地区JCの山登山6月 3日（土）

宮崎市民文化ホール第三回アカデミーセミナー6月12日（月）

事務局・中央公民館各グループでセッション7月

宮崎市内まつりえれこっちゃみやざき7月29・30日
（土・日）

事務局中間報告8月 3日（木）

事務局・中央公民館各グループでセッション8月・9月

宮崎市民プラザ10月例会 プレゼン発表10月



【2023年度 アカデミー推進事業】
各セッション内容について

内容セッション
・自己紹介とあなたの夢は・ＪCに入ったきっかけは何か
・Next5について

第一回セッション

・理事⾧所信を読み解いて今宮崎に求められる事とは
・グループのテーマ確定

第二回セッション

・解決策と内容の協議第三回セッション

・3回のセッション内容のブラシュアップ7月セッション

・中間報告後修正を行い各グループ、プレゼン資料を作成8月セッション

・8月の資料のブラシュアップ9月セッション

・プレゼンの発表10月例会
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一般社団法人 宮崎青年会議所
直前理事⾧ 植松 剛史君
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第2回アカデミーセミナー
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について
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なぜ、我々は事業を

行わなければならない？
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我々、

青年会議所の使命
とは？
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JCI Mission
私たちの使命

To provide leadership development opportunities that 
empower young people to create positive change

より良い変化をもたらす力を青年に与えるために

発展・成長の機会を提供すること
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より良い変化をもたらす力

運動を起こす力
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運動とは？

特定の人や

集団の考えと行動を変えるために
集団で行動すること
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だから運動を起こす必要がある。

事業は運動を起こすための手法
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素晴らしい事業って？

来年もやってほしい！と言われた事業？

多くの方々の喜ばれた事業？

多くの子どもたちの笑顔が見れた事業？

有名な講師が来てもらった事業？
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事業をやって終わりじゃ

なんです！！
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運動は 継続的 なもの

でもＪＣでは 一時的な 事業しかできない

インパクト
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ではどうやって
インパクトのある事業を作る？

その「虎の巻」が

アクティブ・シチズン・フレームワーク(ＡＣＦ)
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ＡＣＦ
アクティブシチズンフレームワーク
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インパクトを起こす仕組み

分析
• 多くの人が感じる問題を発見する

• 問題の原因を分析する

展開
• 原因を解決する方法を検討する

• 実行する計画を立てる

実行
• できることからやってみる

• フォロワーを集める

検証
• 計画がうまく行っているか検証する

• 検証結果を引き継ぐ
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今の地域はどうなっているのか？

経済状況

地域の問題と課題

継続事業の見直し

理事長の想い

大切なことは現状を知ること
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把握ができれば

分析

理事長所信の作成

理事編成

事業計画の策定
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地域分析

⇩
理事長所信＋事業計画

⇩
ＬＯＭ全体が一体

地域分析
⇓

理事⾧所信＋事業計画
⇓

ＬＯＭ全体が一体
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2023年のＪＣＩ宮崎について

理事長所信『想像を超える』より
2021 年から相対的貧困に対する認知事業を
行っておりますが、昨年は認知を目的としたこ
とで SNS を活用し、また他団体と連携しなが
ら事業を推進し、様々な検証結果がみえてき
ました。表面上では見えにくい相対的貧困に
対しても、現状に目をそむけることなく地域の
課題として認識し、運動になるよう他団体と引
き続き連携しながら地域コミュニティの枠でこ
の課題に向けて取り組む事業を構築していき
ます。

４月開催 地域子育て連携委員会
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2023年のＪＣＩ宮崎について

理事長所信『未来への投資』より
2012 年から続く国際フェスティバルも年々形
を変えながら進化していますが、2022 年に
開催したワールドテラスでは県内に住み暮ら
す在留外国人の方々の自助共助を目的とし、
ファンクションの中にその要素を含めました。
気軽に国際交流ができない昨今において、
県内に住み暮らす外国人移住者の方々が
宮崎を好きになり愛してくれるよう運動を展
開しております 。

５月開催予定 国際コネクト委員会
国際ワールドテラス２０２３
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2023年のＪＣＩ宮崎について

理事長所信『想像を超える』より
現代社会のすさまじいスピードの変化と Society5.0 
の流れの中で多様な価値観に触れ、固定観念に縛
られることなく新しい技術や考え方を自分のものに
していかねければなりません。昨今、サイバー空間
とフィジカル空間の双方での社会が現実化しており、
予測のできない時代へと突入していきます。これま
での当たり前に縛られることなく新しい価値観に触
れ、時代に取り残されないようにしなければなりま
せん。イノベーションがますます進化する中で DX 
やメタバースの知見をメンバーが取り入れられるよ
うな事業構築を行い、視座を高く持ちながら運動を
行ってまいります。

６月開催予定 ITイノベーション委員会
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これからのＪＣＩ宮崎

社会

経済

環境

誰も取り残さない地域の実現

労働生産性を向上させる地域の実現

持続可能で安全な地域の実現
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社会

経済

環境
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これまでの事業例

２０２２年4月開催
『ひなたの未来を決めるのは君たちだ』
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これまでの事業例

２０２２年５月開催 『街中ピクニートと
フードバンクみやざきとＪＣＩ宮崎の共催イベント』

①メインアワーでは子供
の貧困に関してのセミ
ナーを開催
②街中ピクニートとフー
ドバンクみやざきとＪＣ
Ｉ宮崎の共催で、子ども
の貧困に特化した街中ピ
クニートを開催
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これまでの事業例

２０２２年６月開催『ワールドテラス２０２２』
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これまでの事業例

２０２２年１１月開催『家族感謝祭』



日本の青年会議所の議案システム

JCIアクションフレームワーク



①分析：地域社会のニーズを分析

１、地域にはどんな人がいます
か？

２、地域にはどんな問題があり
ますか？

３、誰が最も問題に直面してま
すか？

４、その問題の真の原因は何
ですか？



①分析：問題を見つけよう！
・比較

・○○と比べて劣っている
（過去、他者との比較など）

・不当
・○○はおかしい
（差別、格差、不公正、違法など）

・使命
・○○すべき（ＳＤＧｓ）

・誰が一番その問題に直面していますか？
・その人がパートナーになる。



問題

・飲食店の売上が対前年度比で大
幅に減少している。

・最も直面している人

・飲食店の経営者たち



問題の真の原因を突き止めよう

問題：○○○○

○○○○ ○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○



問題の真の原因を突き止めよう
問題：飲食店の経営が悪化

コロナの影響で営業できない 営業しているが顧客が来ない

行く理由がないお金がない感染を
恐れている

周囲の目を
恐れている

仕事関係か
昔の友達し
かいない

経済再開が
遅れている

感染症対策の
情報や知識が
不足している

プライバシーが
守られていない

行く理由がない

仕事関係か
昔の友達し
かいない



②立案：持続可能な解決策の開発

『原因』を取り除くには

１、誰がどう変わればよいですか？

２、どんな条件が必要ですか？

３、誰が利益を得ますか？

ここが議案上の『目的』になる



原因：○○○

１、誰がどう変化する？
○○が、○○に変わる
規模・資源配分・つながる

２、必要な条件は？
○○が、○○である必要がある

３、誰がどんな利益を得る？
○○が、○○の利益を得る



何を変えるのか？

・規範
・法律・規定・プロトコル・慣習

・資源配分
・行動（お金、時）
・情報、もの、人財

・つながり
・企業、組織、コミュニティ、国際



『原因』消費者に感染症対策の情報や
知識が不足している

１、誰がどう変わる？
飲食店が消費者に積極的に感染症対策の情報発信をする
ように変わる。
消費者が飲食店の感染症対策の情報を確認して利用する
ように行動が変わる。

２、必要な条件は？
消費者が感染症対策の正しい知識を持ち、飲食店の感染
症対策の情報を知ることができる、必要がある。

３、誰がり空を得る？
消費者は飲食店の利用により生活の質が上がる、飲食店
は売上が増え経済が活性化する。



②立案：持続可能な解決策の開発

目的を達成するために
１、何ができますか？
２、どう広げますか？
３、結果は評価できますか？
４、予算は合理的ですか？
５、持続的な変化になります

か？
ここが『計画議案』になる



事業の種類

社会実験
人財育成

キャンペーン



社会実験
『やったことがない』を
やって見せることで

規則や資源配分を変えてもらう

・仮説である
・結果が検証できる
・再現性がある

条件



人財育成

知識や訓練、環境により
つながりや資源配分を変える

・特定少数
・人財ビジョンがある
・JCでしかできない

条件



キャンペーン
趣旨を伝え、賛同を得て

規則や資源配分、つながりを変える

・特定少数
・キーワードがある
・行動に移せる

条件



どんな事業を行うか？
・事業の対象者 ：○○
・事業の期間 ：○○
・得るべき結果 ：○○
・事業の種類 ： 社会実験or人財育成orキャンペーン
・事業の内容 ：○○
・評価の方法 ：○○
・事業の展望 ：○○



飲食店の感染症対策の
『見える化』を支援する事業

・事業の対象者 ：飲食店利用者
・事業の期間 ：2020年10月末
・得るべき結果 ：飲食店の利用が増える
・事業の種類 ：社会実験とキャンペーン

社会執権…飲食店が消費者に積極的に感染症対策
の情報発信をするように変わる。

キャンペーン…消費者が飲食店の感染症対策の情報
を確認して利用するように行動が変わる



飲食店の感染症対策の
『見える化』を支援する事業

・事業の内容 ： 飲食店の感染症対策の情報を集め、
消費者が容易に確認できるように
ステッカーを配布する。

・評価の方法 ： ステッカーの配布数と閲覧回数
・事業の展望 ： 飲食店組合や衛生組合等とタイアップし

ステッカー事業を引き継いでもらう。



飲食店等応援ステッカー
配布プロジェクト
・第三者であるJCメンバー等が

飲食店等の感染症対策を聞き
取り、ステッカーを配布する。

・聞き取り内容はWEBに
公開され、QRコードから
アクセスできる。



メディアに多く露出

新聞：日本経済新聞・中国新聞 TV：山陽放送・西日本放送
・テレビせとうち
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社会

経済

環境

・理事⾧所信を読み解いて今宮崎に求められる事とは

理事長所信⇒Next5⇒明るい豊かな宮崎の実現
Next５を実施すること＝未来の宮崎を明るく豊かにすること！

今回の目標
⇩

①Next5の中よりこれから実施可能なテーマを確定
②確定したテーマの内容を協議

グループセッションについて
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社会

経済

環境

登山日 2023年6月3日（土）
※雨天時 4日（日）開催

時間
13:00～16:00 (12:50集合）

集合場所
宮崎市加江田地区
（好隣梅公園駐車場）

JCの山登山開催について

集合場所
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社会

経済

環境

登山日 2023年6月3日（土）※雨天時は1日に判断し中止です。
時間 17:00～20:00
集合場所 宮崎市青島ビーチヴェバレッジ
参加費 アルコール飲み放題 （2 時間） ￥6,500 

ソフトドリンク飲み放題 （2 時間） ￥5,500 
※10歳以下のお子さまは無料、11 歳以上
15 歳以下のお子さまは大人の半分の量のコース で 3,500 円、
16 歳以上は大人料金同様とさせていただきます。

エクスカーション開催について



2023年度 アカデミー推進事業

総 括
人財グループ常任理事

野村 翔悟 君



2023年度 アカデミー推進事業

閉会宣言
人財拡大委員会

委員長 椎葉 哲也 君


